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医療データプールシステムの開発 

 

研究分担者 水島 洋 国立保健医療科学院研究情報支援研究センター 

      佐藤洋子 国立保健医療科学院研究情報支援研究センター 

 

研究要旨 

厚生労働省で行われている臨床効果データベース構築事業においてはこれまで各学会におい

てデータベースが構築されている状態にあるが、構築の際の目安となるガイドラインがなかった

ために、統一がとられておらず、今後の統合も難しい。今回、多様な種類の項目の異なる医療デ

ータ群を、統合的に登録・管理・参照するための WEB アプリケーションシステムのプロトタイプ

を構築する。各データにおいては、項目や選択肢など横断的な整合性を取ることが難しい状態で

あるため、スキーマレスで各データを登録しながら、横断的な抽出、参照を行うための機能を構

築することをゴールとする。 

 

   

Ａ．研究目的 

多数の医療データを学会、研究班やその他組

織で登録する仕組みが出来上がりつつあるが、

そのデータを研究目的に統合的に参照するため

の仕組みはまだない。本システムは多種多様な

大量に国内で保有されている医療データから、

新たな知見を得るためのデータの参照、集計、

ダウンロード等の仕組みをプロトタイプとして

構築し、問題点やあるべきシステム像を具現化

するためのものである。（図 1） 

 

（倫理面への配慮） 

本研究では前向き介入研究はおこなっておら

ず、倫理上の問題はなかった。 

 

Ｂ．研究方法 

 下記を満たすソフトウェアを構築し、試験用

サーバーに実装して、PC およびモバイル端末か

らの登録を行う。 

1) データ登録機能 

1 つのデータベースに対して複数種類の医療

データを登録できること。データ登録において

は、任意の時期に任意のデータを一括登録する。

プロトタイプへのデータ登録作業として、3 種類

の指定されたデータを初期開発物へ登録する。

対象データ件数が数億件以上まで増加した際に

も、システムをスケールアウトできることを前

提にシステムを構築する。 

 

2) 管理機能 

クライアント端末動作環境は次のOS上で稼働

する PC 端末、インターネットブラウザとする 

OS：Windows7、Windows8、Windows10 インター

ネットブラウザ：IE11、Microsoft Edge 最新版、

Chrome 最新版。 管理者用 ID、パスワードでの

ログイン認証機能を有する。システム利用クラ

イアントアカウントの登録・編集・削除を行え

ること。管理者機能の画面インターフェースを

構築する。 

 

3) データ抽出・参照機能 

クライアント端末動作環境は次のOS上で稼働

する PC 端末、インターネットブラウザとする 

OS：Windows7、Windows8、Windows10 
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インターネットブラウザ：IE11、Microsoft Edge

最新版、Chrome 最新版 

データベースからの情報抽出、参照は、クラ

イアント端末のインターネットブラウザから行

える。クライアント端末での利用時には、シス

テム管理者が発行した ID、パスワードでのログ

イン認証機能を有すること。認証ユーザーがデ

ータベースに登録されたデータから、任意の条

件で情報を抽出・参照できる。データ抽出・参

照機能の画面インターフェースについては別途

協議する。 

 

4) 名寄せ機能 

公開鍵と秘密鍵を用いた暗号化を使うことに

よって、データベース事業者からは暗号化され

た個人情報を送ってもらい、公開されていない

ハッシュ関数を用いた匿名IDを作る方式を導入

する。 

 

Ｃ．研究結果 

3. システム開発 

レンタルサーバー上に構築した。 

システムは各種クライアントの各種ソフト

ウェアからのアクセスを試した。 

 

4. 稼働評価 

レンタルサーバー上で試験的な疾患登録メ

ニューを作成した（図２）。標準化された臨床項

目のうち、必要なものを選択して階層的に配置

することによって、PC 版および帳票が出力でき

た。 

今後の利用形態を考えて、スマートフォン

からのアクセスも可能な設計としたのでその性

能試験も行った。（図 3） 

 

5. 匿名加工情報の同一患者突合 

今回のシステムの中で試験的に行ったのが、

匿名化された個人情報において、同一患者を突

合するシステムの検討である。 

海外でも、その必要性から、IRDIRC,GA4GH な

どにおいてもこの問題は議論されており、秘密

検索システムなどを用いた行う可能性も検討さ

れている。 

一方、現在国内で行われている NCD において

も、各保険者からの情報を多段階のハッシュ関

数を用いた変換によって、名寄せ可能な形での

匿名 ID 付与をおこなっており、新しい個人情報

保護法にも対応しているとされている。 

我々も、各疾患データベースにおいては個人

基本情報を管理してもらって、その中から、「出

生時の姓」「出生時の名」「生年月日」「性別」「出

生市町村」からハッシュ関数で作成される ID

（GUID）を用いた名寄せを検討した。 

一方で、上記ハッシュ関数を公開してしまう

と、個人基本情報を知っているものは GUID を作

成できることになり、どの情報がその個人のも

のであるかを特定できるようになってしまう。 

 そこで、今回は、公開鍵と秘密鍵を用いた暗

号化を使うことによって、データベース事業者

からは暗号化された個人情報を送ってもらい、

公開されていないハッシュ関数を用いた匿名 ID

を作る方式とした。 

 

Ｄ．考察 

 現在、各学会や研究班で様々なデータ登録が

行われているが、登録システムについても一貫

性がない、さらに、本年より施行される個人情

報保護法のもとで、データ管理が難しくなって

くる面もある。個人情報保護法の施行によって、

匿名加工情報の取り扱いについても慎重に行う

必要がある。その中で、異なるデータベース間

で同一患者を見つけ出して結合することによっ

て、これまで行えなかった解析が可能になる一

方で、個人が特定される可能性などを含めた検
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討が必要となる。 

 

 

Ｅ．結論 

 データベースの構築及び解析研究に関する事

業そのものが発展途上であり、先駆的事業であ

る。今回開発したシステムをベースに、新しい

技術を用いた統合的な環境が構築されることが

望まれる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特記すべきものなし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

水島 洋 ウェアラブルセンシング最新動

向（情報機構）（2016.11） 

水島 洋、金谷泰宏 指定難病における患者

登録制度―患者登録の重要性と現状の課題 

医学のあゆみ Vol.258 No.12 PP1123-1127

（2016.9） 

 

２． 学会発表 

1. Ogata H, Sato Y, Tomita N, Mori K, 

Mizushima H. Pretest for the ICD-11 Field 

trial in Japan. WHO-Family of International 

Classifications Network Annual Meeting 2016 

Oct. 2016 Tokyo 

2. 橘とも子、佐藤洋子、水島洋 インターネッ

ト技術第163委員会(ITRC)医療情報ネットワ

ーク連携および UA 技術の普及・実践分科会 

(MINX-UAT) 第 3 回 アクセシビリティワーク

ショップ「意志疎通が困難な者に対する情報

保障の効果的な支援手法」（東京工業大学キ

ャンパス・イノベーションセンター 国際会

議室 2016.10.22） 

3. 橘とも子，佐藤洋子，水島洋．障害保健福祉施策にお

ける情報アクセシビリティ向上のための効果的な意

思疎通支援手法に関する研究．第30 回公衆衛生情報

研究協議会研究会；2017．1．26-27；福島．第30 回

公衆衛生情報研究協議会研究会抄録集．2017．p.33-34． 

4. 水島 洋 臨床効果データベースの標準化 NORTHイ

ンターネットカンファランス 2017/3/2 

5. 水島 洋 佐藤洋子 田辺麻衣 金谷泰宏 オーフ

ァンドラッグ開発の国際展開について 日本製薬医

学会 製薬医学教育プログラム 2016/12/14  大

阪 東京 製薬医学教育プログラム資料集 

6. 池川（田辺）麻衣、水島 洋、佐藤洋子、金谷泰弘、

緒方裕光 指定難病のICDコードに関する検討 日本

医療情報学会 2016/11/21 横浜 

7. 水島 洋、佐藤洋子、金谷泰弘、緒方裕光 希少疾患・

難病・未診断疾患の国際協力 －MME/PhenoTips日本

語化の試み－ 日本医療情報学会 2016/11/21 横

浜 

8. 水島 洋 他 難病相談支援ネットワークシステム

を活用した難病支援の在り方の現状と課題 第4回日

本難病医療ネットワーク学会 2016/11/14 名古屋 

9. 佐藤洋子 水島 洋 他 難病相談支援員の相談対

応行動分析に基づく難病相談支援ネットワークシス

テムの効果検証法の検討 第4回日本難病医療ネット

ワーク学会 2016/11/14 名古屋 

10. 湯川慶子、三澤仁平、津谷喜一郎、佐藤洋子、水島 洋、

元雄良治、新井一郎 パーキンソン病患者の補完代替

医療の利用状況 第4回日本難病医療ネットワーク学

会 2016/11/14 名古屋 

11. 水島 洋、金谷泰宏、緒方裕光 指定難病の疾患分類

および ICD コードに関する検討 日本公衆衛生学会 

2016/10/26 大阪 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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図１ 研究用医療データプールシステムイメージ 

 

 

図 2 PC における各種臨床項目の登録画面設計例 
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図 3 スマートフォンにおける臨床項目の入力画面例 
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